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関節リウマチにおける高齢化の影響：多施設超音波コホート研究 

川原 知瑛子，福井 翔一 

 

目的： 

本研究では、生物学的製剤または JAK 阻害薬（b/tsDMARD）未投与の関節リウマチ（RA）患

者において、年齢が臨床的特徴および治療転帰に及ぼす影響を評価することを目的としました。 

 

方法： 

多施設超音波前向き観察コホート（KUDOS）において、b/tsDMARD 治療を導入した

b/tsDMARD ナイーブ RA 患者 234 例を対象に解析しました。ベースライン時の臨床的特徴お

よび 12 ヵ月後の転帰を 60 歳以上群と 60 歳未満群で比較しました。 

 

結果： 

60 歳未満群（n=78）と比較して、60 歳以上群（n=156）ではベースライン時の炎症マーカー

値と超音波複合スコア、特に手関節のスコアが高値を示しました（Table 1）。年齢はベースラ

イン時の超音波検査スコアと有意な正の相関を示した（Figure 1）が、重回帰分析では年齢は

有意な独立変数とはなりませんでした。60 歳以上群では、作用機序（MOA）の異なる治療薬

による転帰に差はみられず、重回帰分析により、MOA は 12 ヵ月後の臨床疾患活動性指数に有

意な影響を与えないことが示されました。 

 

結論： 

高齢 RA 患者は、特徴的な臨床像が認められたものの、治療薬 MOA は臨床的転帰および超音

波評価結果と有意な関連を示しませんでした。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roae035 
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